
 

平成２８年度決算の概要について 
 

１．財務諸表 

（単位：百万円） 

区分 項目 Ｈ２７ Ｈ２８ 差引 

貸借対照表 

資産 １５，５６０ １５，２０８ ▲３５２ 

負債 ２，５２９ ２，３９８ ▲１３２ 

純資産 １３，０３０ １２，８１０ ▲２２０ 

当期未処分利益 ５９ １５９ ９９ 

損益計算書 

経常費用 ３，１２２ ３，１８３ ６１ 

経常収益 ３，０９１ ３，２５９ １６８ 

臨時損失 － － － 

当期純利益（損失） ▲３１ ７６ １０８ 

目的積立金取崩額 ９１ ８２ ▲８ 

当期総利益 ５９ １５９ ９９ 

収支決算 

収入計 ３，２７５ ３，３９１ １１６ 

支出計 ３，１９７ ３，２０８ １２ 

収支差 ７８ １８２ １０４ 

（注）金額は単位未満を四捨五入しており、差引は必ずしも一致しない。 

 

２．決算の概要 

 
・貸借対照表は、資産、負債及び純資産を記載し、法人の財政状態を表示 

（増減状況） 

建物・構築物・工具器具備品等が減価償却により減となったこと等から資産が減少。 

長期リース債務が前年度比３８百万円減、未払金が前年度比７４百万円減、寄附金債務が

前年度比１３百万円減等により負債が減少。 

損益外減価償却累計額が県から出資を受けた固定資産の減価償却等により減となったこと

から純資産が減少。 

 

・損益計算書は、法人の運営状況を表示 

（増減状況） 

教育研究支援経費が減となった一方、退職者の増により人件費が増となったこと等から経

常費用が増加。 

運営費交付金収益が前年度退職手当分と当年度分退職手当分の増により前年度比１５０百

万円増、特殊要因経費補助金が前年度比４５百万円増等により経常収益が増加。 

当期純利益は、前年度比１０８百万円増の７６百万円。 

当期総利益は、当期純利益に目的積立金取崩額８２百万円を加え前年度比９９百万円増の

１５９百万円。 

 

・収支決算書は、法人予算に対する実績を表示 

（増減状況） 

運営費交付金収入の増、特殊要因経費補助金の増等により収入計が増加。 

学部等設置（四大化）事業の減により施設整備費が減となった一方、退職者数の増に伴う

人件費が増になったことから支出計が増加。 

 

・剰余金の額は、１５８，５９２千円となった。 


